














はじめに

　最近進行性筋ジストロフィー症の成因に神経因子一次説が台頭し,これを支

持する論文が多くなっている.その中でも McComas 一派の研究が,それらの一つ

のトリガーになっている如くである.その論文はヒトの短趾伸筋でそれを支配

している深腓骨神経の運動単位数と算出する方法を開発した事に初まる.それ

は先ず足首で深腓骨神経を表面電極で電気刺激し,その強さを閾値より次第に

強くし,短趾伸筋の誘発電位を表面電極で誘導し,その電位振幅が段階的に増加

する現象を記録する.


